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窃嚇氏】

中山町鬼ケ沢一般・産業廃棄物最終処分場設置等(増設整備)事業

環境影響評価準備書に対する山形県知事意見

1 全般的事項

(1)環境影響評価の結果を事業計画に反映させるとともに、事業の実施過程

において、評価結果の検証を行うこと。

(2)環境影響評価の結果及び事業者が自ら定める環境保全計画等に基づく環

境保全措置を確実に実施し、事業による影響の回避・低減に一層努めるこ

と。

(3)事業計画の変更や事業実施区域及びその周辺の自然的社会的状況の変化

によって、環境影響評価の結果を見直す必要が生じた場合は、専門家の指

導や助言等を受けるとともに、適切に対応するとと。

(4)事業の進捗状況や事後調査の結果について、適宜、地域住民及び関係機

関に対し情報提供を行うとともに、一般にも公表するとと。

(5)工事に伴う車両の走行により、交通事故が発生しないよう、十分な安全

対策を講じること。

(6)異常な豪雨や地震等の発生に備えて、施設の適切な維持管理に努めると

ともに、防災対策に万全を期すこと。

2 水環境

(1)許可を受けた範囲内であっても、埋設する廃棄物の種類を大きく変更す

る場合は、浸出液処理後の排水のモニタリングにおいて処理水の成分の変

化を十分把握し、基準値の遵守に努めること。

(2)水質のモニタリングにおいて、埋立地の底部遮水シートから浸出液が漏

水したと疑われる結果が得られた場合は、速やかに地域住民及び関係機関

に対レ情報の提供を行うこと。また、水質のモニタリングを強化するとと

もに、その原因を明らかにして必要な対策を講じること。

3 土壌環境

(1)盛土や基礎地盤の安定を図るため、事業実施段階における諸法令の手続

きを進める中で十分な検討を行うこと。

(2)廃棄物の埋立てに当っては、盛士の安定が損なわれるととがないように、

安定計算において想定した土質条件の確保に留意すること。
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(3)切土部分の地表水が盛士部分や基礎地盤に浸透し、その安定を損なうこ

とがないように、十分な排水施設を計画するとともに、適切な維持管理を

実施するとと。

(4)事後調査においては、地下水位の変動についても継続して観測を行い、

特異な変動が見られる場合には、盛士や基礎地盤の安定について、再度検

証を行うこと。

4 植物

(1)改変予定区域内に生育が確認された重要な植物種については、個体数の

減少による地域個体群への影響をできるだけ小さくするため、改変区域外

の類似の環境へ移植する等の対策を講じるとと。

(2)評価対象の植物について、レッドデータブックやまがた絶滅危倶野生植

物 2013年版における評価を確認し、特にカデゴリー区分が上位に変更され

た種にあっては、保全措置の見直しに努めるとと。
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